
昭
和
三
十
五
年
建
設
省
令
第
十
号

住
宅
地
区
改
良
法
施
行
規
則

住
宅
地
区
改
良
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
八
十
四
号
）
及
び
住
宅
地
区
改
良
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
百
二
十
八
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
住
宅
地
区
改
良
法
施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

目
次第

一
章
　
不
良
住
宅
の
判
定
及
び
改
良
地
区
の
指
定
（
第
一
条―

第
三
条
）

第
二
章
　
事
業
計
画
（
第
四
条―

第
十
三
条
）

第
三
章
　
雑
則
（
第
十
四
条―

第
十
八
条
）

附
則

第
一
章
　
不
良
住
宅
の
判
定
及
び
改
良
地
区
の
指
定

（
住
宅
の
不
良
度
の
測
定
方
法
等
）

第
一
条
　
住
宅
地
区
改
良
法
施
行
令
（
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
不
良
度
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
住
宅
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
別
表
（
ろ
）
欄
に
掲
げ
る
各
評
定
項
目
に
つ
き
当
該
別
表
（
は
）

欄
に
掲
げ
る
評
定
内
容
に
応
ず
る
当
該
別
表
（
に
）
欄
に
定
め
る
評
点
を
当
該
別
表
（
い
）
欄
に
掲
げ
る
評
定
区
分
ご
と
に
合
計
し
た
評
点
（
そ
の
合
計
し
た
評
点
が
当
該
評
定
区
分
ご
と
の
当
該
別
表
（
ほ
）
欄
に
掲
げ
る
最
高
評

点
を
こ
え
る
と
き
は
、
そ
の
最
高
評
点
）
を
合
算
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
測
定
す
る
。

一
　
住
宅
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
住
宅
並
び
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造
の
住
宅
及
び
補
強
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造
の
住
宅
を
除
く
。
）
　
別
表
第
一

二
　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
住
宅
　
別
表
第
二

三
　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造
の
住
宅
及
び
補
強
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造
の
住
宅
　
別
表
第
三

２
　
令
第
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
不
良
住
宅
と
判
定
す
る
た
め
必
要
な
不
良
度
の
程
度
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
合
算
し
た
評
点
が
百
以
上
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

（
改
良
地
区
の
指
定
の
告
示
）

第
二
条
　
住
宅
地
区
改
良
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
告
示
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
な
う
も
の
と
す
る
。

一
　
改
良
地
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

二
　
法
第
四
条
第
二
項
の
申
出
を
し
た
者
の
名
称

（
改
良
地
区
の
指
定
の
掲
示
等
）

第
三
条
　
法
第
四
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
掲
示
及
び
公
衆
の
閲
覧
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
改
良
地
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

二
　
縮
尺
五
百
分
の
一
以
上
の
図
面
で
表
示
さ
れ
た
改
良
地
区
の
区
域

三
　
改
良
地
区
の
指
定
の
年
月
日

２
　
法
第
四
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
掲
示
及
び
公
衆
の
閲
覧
は
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
告
示
が
あ
っ
た
後
速
や
か
に
行
い
、
少
な
く
と
も
十
日
間
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
法
第
四
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
公
衆
の
閲
覧
は
、
同
条
第
二
項
の
申
出
を
し
た
者
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
掲
載
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

第
二
章
　
事
業
計
画

（
事
業
計
画
又
は
そ
の
変
更
の
協
議
）

第
四
条
　
法
第
五
条
第
一
項
の
協
議
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
事
業
計
画
を
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
の
事
業
計
画
の
変
更
の
協
議
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
事
業
計
画
の
う
ち
変
更
に
係
る
事
項
を
、
協
議
書
と
と

も
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
協
議
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
前
項
の
協
議
書
に
そ
の
協
議
を
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
国
土
交
通
大
臣
と
の
協
議
等
を
要
し
な
い
事
業
計
画
の
変
更
）

第
五
条
　
令
第
五
条
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
公
共
施
設
及
び
地
区
施
設
以
外
の
施
設
で
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
郵
便
差
出
箱
、
信
書
便
差
出
箱
、
公
衆
電
話
所
及
び
警
察
署
の
派
出
所
と
す
る
。

（
改
良
地
区
内
の
土
地
の
利
用
に
関
す
る
基
本
計
画
に
定
め
る
べ
き
事
項
）

第
六
条
　
法
第
六
条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
改
良
住
宅
、
公
営
住
宅
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
三
号
）
の
規
定
に
よ
る
公
営
住
宅
又
は
一
団
地
の
住
宅
施
設
に
関
す
る
都
市
計
画
事

業
に
よ
り
建
設
さ
れ
る
住
宅
の
建
設
予
定
戸
数
と
す
る
。

（
住
宅
地
区
改
良
事
業
の
実
施
計
画
に
定
め
る
べ
き
事
項
）

第
七
条
　
法
第
六
条
第
三
項
第
五
号
に
規
定
す
る
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
改
良
地
区
内
の
居
住
者
の
移
転
計
画

二
　
法
第
七
条
第
一
号
若
し
く
は
第
三
号
に
掲
げ
る
者
又
は
地
区
施
設
そ
の
他
の
施
設
を
設
置
す
べ
き
者
へ
の
土
地
の
引
渡
し
計
画

（
基
本
計
画
）

第
八
条
　
法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
改
良
地
区
内
の
土
地
の
利
用
に
関
す
る
基
本
計
画
（
以
下
「
基
本
計
画
」
と
い
う
。
）
は
、
土
地
利
用
計
画
書
及
び
縮
尺
五
百
分
の
一
以
上
の
土
地
利
用
計
画
図
に
よ
り
同
条
第
二
項
に
掲
げ
る

事
項
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

1



（
実
施
計
画
）

第
九
条
　
法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
住
宅
地
区
改
良
事
業
の
実
施
計
画
（
以
下
「
実
施
計
画
」
と
い
う
。
）
は
、
実
施
計
画
説
明
書
、
施
行
区
域
位
置
図
、
施
行
区
域
図
、
除
却
計
画
図
、
土
地
整
備
計
画
図
及
び
建
設
計
画
図
に
よ

り
同
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
施
行
区
域
位
置
図
は
、
縮
尺
二
万
五
千
分
の
一
以
上
と
し
、
住
宅
地
区
改
良
事
業
を
施
行
す
る
土
地
の
区
域
（
以
下
「
施
行
区
域
」
と
い
う
。
）
の
位
置
を
表
示
し
た
地
形
図
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
項
の
施
行
区
域
図
は
、
縮
尺
二
千
五
百
分
の
一
以
上
と
し
、
施
行
区
域
を
表
示
し
、
あ
わ
せ
て
施
行
区
域
又
は
そ
の
附
近
地
に
お
い
て
都
市
計
画
と
し
て
決
定
さ
れ
て
い
る
公
共
施
設
そ
の
他
の
施
設
を
表
示
し
た
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
第
一
項
の
除
却
計
画
図
は
、
縮
尺
五
百
分
の
一
以
上
と
し
、
施
行
区
域
内
の
不
良
住
宅
及
び
設
置
す
べ
き
一
時
収
容
施
設
の
位
置
を
表
示
す
る
と
と
も
に
、
不
良
住
宅
の
除
却
の
計
画
を
年
度
別
に
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

５
　
第
一
項
の
土
地
整
備
計
画
図
は
、
縮
尺
五
百
分
の
一
以
上
と
し
、
施
行
区
域
内
の
土
地
及
び
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
の
現
況
を
表
示
す
る
と
と
も
に
、
不
良
住
宅
以
外
の
建
築
物
、
工
作
物
そ
の
他
の
物
件
の
移
転
、
区
画
形
質

の
変
更
、
整
地
等
土
地
の
整
備
の
計
画
を
年
度
別
に
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
　
第
一
項
の
建
設
計
画
図
は
、
縮
尺
五
百
分
の
一
以
上
と
し
、
改
良
住
宅
及
び
施
行
者
が
建
設
す
る
地
区
施
設
そ
の
他
の
施
設
の
建
設
の
計
画
を
年
度
別
に
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
基
本
計
画
の
設
定
に
関
す
る
基
準
）

第
十
条
　
基
本
計
画
の
設
定
に
関
す
る
法
第
六
条
第
八
項
に
規
定
す
る
技
術
的
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
基
本
計
画
は
、
改
良
地
区
の
位
置
、
規
模
等
並
び
に
改
良
地
区
及
び
そ
の
付
近
地
の
地
形
、
利
用
状
況
、
環
境
等
を
し
ん
し
や
く
し
て
、
改
良
地
区
又
は
こ
れ
と
一
体
と
し
て
住
宅
地
区
を
形
成
す
べ
き
区
域
に
つ
い
て
次
の
イ
、

ロ
又
は
ハ
に
掲
げ
る
単
位
の
区
域
（
以
下
「
住
区
」
と
い
う
。
）
の
一
又
は
二
以
上
を
想
定
し
、
そ
の
住
区
内
に
居
住
す
る
こ
と
と
な
る
者
の
利
便
を
増
進
す
る
よ
う
に
考
慮
し
て
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

イ
　
児
童
遊
園
を
中
心
と
し
て
、
お
お
む
ね
百
戸
か
ら
二
百
戸
ま
で
の
住
宅
を
入
れ
る
こ
と
と
さ
れ
る
地
域
の
単
位

ロ
　
街
区
公
園
を
中
心
と
し
て
、
お
お
む
ね
四
百
戸
か
ら
五
百
戸
ま
で
の
住
宅
を
入
れ
る
こ
と
と
さ
れ
る
地
域
の
単
位

ハ
　
小
学
校
（
義
務
教
育
学
校
の
前
期
課
程
を
含
む
。
）
を
中
心
と
し
て
、
お
お
む
ね
千
六
百
戸
か
ら
二
千
戸
ま
で
の
住
宅
を
入
れ
る
こ
と
と
さ
れ
る
地
域
の
単
位

二
　
住
区
内
の
道
路
は
、
な
る
べ
く
通
過
交
通
の
用
に
供
さ
れ
難
い
よ
う
に
計
画
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
　
改
良
地
区
内
に
公
園
を
設
置
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
面
積
の
合
計
が
改
良
地
区
の
面
積
の
三
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
と
な
る
よ
う
に
設
置
す
る
こ
と
を
標
準
と
し
て
計
画
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
実
施
計
画
の
設
定
に
関
す
る
基
準
）

第
十
一
条
　
実
施
計
画
の
設
定
に
関
す
る
法
第
六
条
第
八
項
に
規
定
す
る
技
術
的
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
改
良
地
区
内
の
不
良
住
宅
の
除
却
は
、
な
る
べ
く
ま
と
め
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
　
一
時
収
容
施
設
の
建
設
は
、
連
続
住
宅
又
は
共
同
住
宅
の
戸
建
形
式
に
よ
る
も
の
と
し
、
便
所
及
び
台
所
は
数
戸
共
用
の
も
の
と
す
る
こ
と
を
標
準
と
す
る
。

三
　
湿
潤
な
土
地
、
埋
立
地
で
軟
弱
な
土
地
、
出
水
の
お
そ
れ
の
多
い
土
地
、
が
け
崩
れ
の
お
そ
れ
の
あ
る
土
地
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
土
地
に
は
、
盛
土
、
地
盤
改
良
、
擁
壁
の
設
置
等
衛
生
上
及
び
安
全
上
支
障
の
な
い
よ
う

に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

四
　
改
良
住
宅
の
敷
地
に
は
、
砂
利
敷
そ
の
他
ぬ
か
る
み
と
な
ら
な
い
構
造
の
幅
員
四
メ
ー
ト
ル
以
上
（
専
ら
改
良
住
宅
の
出
入
口
に
達
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
る
通
路
に
つ
い
て
は
、
三
メ
ー
ト
ル
以
下
）
の
道
を
設
け
、
か
つ
、

雨
水
及
び
汚
水
を
排
出
し
、
又
は
処
理
す
る
た
め
に
必
要
な
排
水
施
設
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

五
　
法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
国
の
補
助
を
受
け
て
建
設
さ
れ
る
改
良
住
宅
の
構
造
及
び
戸
建
形
式
は
、
次
の
表
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

構
造

戸
建
形
式

耐
火
建
築
物

重
ね
建
住
宅
又
は
共
同
住
宅

準
耐
火
建
築
物

連
続
住
宅
、
重
ね
建
住
宅
又
は
共
同
住
宅

六
　
一
団
地
内
に
建
設
す
る
改
良
住
宅
の
延
べ
面
積
（
階
段
室
そ
の
他
屋
上
に
突
出
す
る
部
分
で
小
規
模
の
も
の
の
面
積
を
除
く
。
）
の
合
計
の
敷
地
総
面
積
（
敷
地
の
周
辺
に
道
路
（
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一

号
）
第
四
十
二
条
に
規
定
す
る
道
路
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
公
園
又
は
広
場
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
道
路
の
幅
員
の
二
分
の
一
（
四
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
と
き
は
四
メ
ー
ト
ル
）
又
は
公
園
若
し
く
は
広

場
の
う
ち
敷
地
の
周
辺
に
沿
い
幅
四
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
面
積
を
含
む
。
）
に
対
す
る
割
合
は
、
改
良
住
宅
の
階
数
（
地
上
階
の
階
数
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
一
の
と
き
は
百
分
の
二
十
二
以
下
、
階
数
が
二
の

と
き
は
百
分
の
四
十
以
下
、
階
数
が
三
の
と
き
は
百
分
の
五
十
八
以
下
、
階
数
が
四
の
と
き
は
百
分
の
七
十
六
以
下
、
階
数
が
五
以
上
の
と
き
は
別
に
国
土
交
通
大
臣
の
定
め
る
割
合
以
下
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

一
団
地
内
に
異
な
る
階
数
の
改
良
住
宅
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
一
階
数
の
改
良
住
宅
の
敷
地
ご
と
に
こ
の
号
の
規
定
を
適
用
す
る
も
の
と
す
る
。

七
　
前
号
に
定
め
る
割
合
は
、
改
良
住
宅
の
敷
地
が
商
業
地
域
内
又
は
そ
の
周
辺
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
改
良
住
宅
の
階
数
が
三
以
下
の
と
き
は
百
分
の
四
十
を
超
え
百
分
の
七
十
六
以
下
、
階
数
が
四
の
と
き
は
百
分
の
四
十

を
超
え
百
分
の
八
十
四
以
下
、
階
数
が
五
以
上
の
と
き
は
別
に
国
土
交
通
大
臣
の
定
め
る
割
合
以
下
と
す
る
。

八
　
施
行
者
が
建
設
す
る
地
区
施
設
は
、
次
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
基
づ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

イ
　
児
童
遊
園
は
、
一
戸
に
つ
き
五
平
方
メ
ー
ト
ル
か
ら
七
平
方
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
割
合
の
面
積
で
一
箇
所
の
面
積
が
百
平
方
メ
ー
ト
ル
か
ら
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
ま
で
と
な
る
よ
う
に
建
設
す
る
こ
と
を
標
準
と
し
、
砂
場
、
ぶ

ら
ん
こ
、
す
べ
り
台
、
鉄
棒
そ
の
他
の
遊
戯
若
し
く
は
運
動
の
た
め
の
施
設
及
び
植
え
込
み
又
は
芝
生
を
設
け
る
こ
と
。

ロ
　
集
会
所
は
、
百
戸
以
上
の
住
宅
が
建
設
さ
れ
る
場
合
に
一
箇
所
設
け
る
こ
と
を
標
準
と
し
、
そ
の
床
面
積
は
、
次
の
表
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
を
標
準
と
す
る
こ
と
。

住
宅
の
戸
数

集
会
所
の
床
面
積
（
単
位
平
方
メ
ー
ト
ル
）

三
百
戸
以
下

百
以
下

六
百
戸
以
下

百
六
十
以
下
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千
戸
以
下

二
百
二
十
以
下

千
一
戸
以
上

二
百
八
十
以
下

ハ
　
管
理
事
務
所
は
、
百
戸
以
上
の
住
宅
が
建
設
さ
れ
る
場
合
に
一
箇
所
設
け
る
こ
と
を
標
準
と
し
、
そ
の
床
面
積
は
、
次
の
表
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
を
標
準
と
す
る
こ
と
。

住
宅
の
戸
数

管
理
事
務
所
の
床
面
積
（
単
位
平
方
メ
ー
ト
ル
）

五
百
戸
以
下

十
四
以
下

千
戸
以
下

二
十
以
下

千
一
戸
以
上

二
十
六
以
下

２
　
特
別
の
事
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
前
項
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
の
規
定
に
よ
ら
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

（
事
業
計
画
又
は
そ
の
変
更
の
告
示
）

第
十
二
条
　
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
計
画
の
告
示
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
住
宅
地
区
改
良
事
業
の
名
称

二
　
施
行
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

三
　
事
業
計
画
の
決
定
の
年
月
日

２
　
法
第
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
計
画
の
変
更
の
認
可
の
告
示
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
住
宅
地
区
改
良
事
業
の
名
称
（
変
更
を
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
変
更
前
の
も
の
と
す
る
。
）
及
び
事
業
計
画
の
決
定
の
年
月
日

二
　
前
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
関
し
て
変
更
を
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
変
更
の
内
容

三
　
変
更
の
年
月
日

（
事
業
計
画
又
は
そ
の
変
更
の
掲
示
等
）

第
十
三
条
　
法
第
八
条
第
二
項
（
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
る
掲
示
及
び
公
衆
の
閲
覧
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
事
業
計
画
又
は
そ
の
変
更
の
告
示
の
写
し

二
　
縮
尺
五
百
分
の
一
以
上
の
図
面
で
表
示
さ
れ
た
施
行
区
域

三
　
法
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
り
事
業
計
画
に
関
す
る
図
書
を
閲
覧
に
供
す
る
場
所

２
　
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
掲
示
及
び
公
衆
の
閲
覧
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
第
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

３
　
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
衆
の
閲
覧
は
、
施
行
者
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
掲
載
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

第
三
章
　
雑
則

（
収
用
委
員
会
に
対
す
る
裁
決
申
請
書
の
様
式
）

第
十
四
条
　
令
第
九
条
に
規
定
す
る
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
様
式
は
、
別
記
様
式
と
す
る
。

（
測
量
の
た
め
の
標
識
）

第
十
五
条
　
法
第
二
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
標
識
は
、
標
示

ぐ
い杭

に
住
宅
地
区
改
良
事
業
及
び
施
行
者
の
名
称
を
表
示
し
た
も
の
と
す
る
。

（
公
営
住
宅
法
等
に
基
づ
く
国
土
交
通
省
令
の
準
用
）

第
十
六
条
　
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
営
住
宅
法
の
規
定
が
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
令
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
公
営
住
宅
法
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
の
規
定
が
準
用
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ら
の
規
定
に
基

づ
く
国
土
交
通
省
令
の
規
定
を
準
用
す
る
も
の
と
す
る
。

（
事
務
所
備
付
け
図
書
）

第
十
七
条
　
法
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
施
行
者
が
備
え
付
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
図
書
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
土
地
利
用
計
画
書

二
　
土
地
利
用
計
画
図

三
　
実
施
計
画
説
明
書

四
　
施
行
区
域
位
置
図

五
　
施
行
区
域
図

六
　
除
却
計
画
図

七
　
土
地
整
備
計
画
図

八
　
建
設
計
画
図

（
権
限
の
委
任
）

第
十
八
条
　
法
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の
は
、
地
方
整
備
局
長
及
び
北
海
道
開
発
局
長
に
委
任
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
権
限
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
自

ら
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

一
　
法
第
五
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
協
議
を
す
る
こ
と
。

二
　
法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
公
営
住
宅
法
第
四
十
四
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
す
る
こ
と
。
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三
　
法
第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
技
術
的
援
助
を
す
る
こ
と
。

四
　
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
必
要
な
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
求
め
る
こ
と
。

五
　
法
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
報
告
若
し
く
は
資
料
の
提
出
を
求
め
、
又
は
必
要
な
勧
告
、
助
言
若
し
く
は
援
助
を
す
る
こ
と
。

六
　
法
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
と
協
議
す
る
こ
と
（
同
条
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
処
分
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
限
る
。
）
。

附
　
則

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
不
良
住
宅
地
区
改
良
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
年
内
務
省
令
第
三
十
三
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
四
年
八
月
二
五
日
建
設
省
令
第
四
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
六
年
九
月
二
八
日
建
設
省
令
第
一
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
二
条
か
ら
第
二
十
条
ま
で
の
規
定
は
、
昭
和
五
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
五
年
六
月
二
一
日
建
設
省
令
第
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
都
市
計
画
法
及
び
建
築
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
五
年
六
月
二
十
五
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
五
年
六
月
三
〇
日
建
設
省
令
第
一
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
九
月
二
七
日
建
設
省
令
第
四
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
条
か
ら
附
則
第
二
十
九
条
ま
で
の
規
定
は
、
法
の
一
部
の
施
行
の
日
（
平
成
十
一
年
十
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
月
三
一
日
建
設
省
令
第
一
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
二
月
一
四
日
建
設
省
令
第
一
一
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
一
月
二
〇
日
建
設
省
令
第
四
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十
三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
九
月
六
日
国
土
交
通
省
令
第
一
二
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
三
月
二
八
日
国
土
交
通
省
令
第
三
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
六
月
一
八
日
国
土
交
通
省
令
第
七
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
六
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
一
月
二
八
日
国
土
交
通
省
令
第
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
学
校
教
育
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
二
三
日
国
土
交
通
省
令
第
九
八
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
六
年
一
月
一
九
日
国
土
交
通
省
令
第
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る
た
め
の
規
制
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成
基
本
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
六
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
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（
経
過
措
置
）

３
　
第
十
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
住
宅
地
区
改
良
法
施
行
規
則
第
三
条
第
二
項
の
規
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
以
後
に
住
宅
地
区
改
良
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
八
十
四
号
）
第
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
告
示
が
あ
っ

た
場
合
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
当
該
告
示
が
あ
っ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
第
十
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
住
宅
地
区
改
良
法
施
行
規
則
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
以
後
に
住
宅
地
区
改
良
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
告
示
が
あ
っ
た
場
合
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前

に
当
該
告
示
が
あ
っ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

別
表
第
一
　
住
宅
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
住
宅
並
び
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造
の
住
宅
及
び
補
強
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造
の
住
宅
を
除
く
。
）
の
不
良
度
の
測
定
基
準

（
い
）

（
ろ
）

（
は
）

（
に
）
（
ほ
）

評
定
区
分

評
定
項
目

評
定
内
容

評
点

最
高
評
点

一

構
造
一
般
の
程
度

（
一
）
基
礎

イ
　
構
造
耐
力
上
主
要
な
部
分
で
あ
る
基
礎
が
玉
石
で
あ
る
も
の

１
０

５
０

ロ
　
構
造
耐
力
上
主
要
な
部
分
で
あ
る
基
礎
が
な
い
も
の

２
０

（
二
）
柱

構
造
耐
力
上
主
要
な
部
分
で
あ
る
柱
の
最
小
径
が
七
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の

２
０

（
三
）
外
壁
又
は
界
壁

外
壁
の
構
造
が
粗
悪
な
も
の
又
は
各
戸
の
界
壁
が
住
戸
の
独
立
性
を
確
保
す
る
た
め
適
当
な
構
造
で
な
い
も
の

２
５

（
四
）
床

主
要
な
居
室
の
床
の
高
さ
が
四
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の
又
は
主
要
な
居
室
の
床
が
な
い
も
の

１
０

（
五
）
天
井

主
要
な
居
室
の
天
井
の
高
さ
が
二
・
一
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の
又
は
主
要
な
居
室
の
天
井
が
な
い
も
の

１
０

（
六
）
開
口
部

主
要
な
居
室
に
採
光
の
た
め
に
必
要
な
開
口
部
が
な
い
も
の

１
０

二

構
造
の
腐
朽
又
は
破
損
の
程
度

（
一
）
床

イ
　
根
太
落
ち
が
あ
る
も
の

１
０

１
０
０

ロ
　
根
太
落
ち
が
著
し
い
も
の
又
は
床
が
傾
斜
し
て
い
る
も
の

１
５

（
二
）
基
礎
、
土
台
、
柱
又
は
は
り
イ
　
柱
が
傾
斜
し
て
い
る
も
の
、
土
台
又
は
柱
が
腐
朽
し
、
又
は
破
損
し
て
い
る
も
の
等
小
修
理
を
要
す
る
も
の

２
５

ロ
　
基
礎
に
不
同
沈
下
の
あ
る
も
の
、
柱
の
傾
斜
が
著
し
い
も
の
、
は
り
が
腐
朽
し
、
又
は
破
損
し
て
い
る
も
の
、
土
台
又
は
柱
の
数
ケ

所
に
腐
朽
又
は
破
損
が
あ
る
も
の
等
大
修
理
を
要
す
る
も
の

５
０

ハ
　
基
礎
、
土
台
、
柱
又
は
は
り
の
腐
朽
、
破
損
又
は
変
形
が
著
し
く
崩
壊
の
危
険
の
あ
る
も
の

１
０
０

（
三
）
外
壁
又
は
界
壁

イ
　
外
壁
又
は
各
戸
の
界
壁
の
仕
上
材
料
の

は
く剝

落
、
腐
朽
又
は
破
損
に
よ
り
、
下
地
の
露
出
し
て
い
る
も
の

１
５

ロ
　
外
壁
又
は
各
戸
の
界
壁
の
仕
上
材
料
の

は
く剝

落
、
腐
朽
又
は
破
損
に
よ
り
、
著
し
く
下
地
の
露
出
し
て
い
る
も
の
又
は
壁
体
を
貫
通
す

る
穴
を
生
じ
て
い
る
も
の

２
５

（
四
）
屋
根

イ
　
屋
根
ぶ
き
材
料
の
一
部
に

は
く剝

落
又
は
ず
れ
が
あ
り
、
雨
も
り
の
あ
る
も
の

１
５

ロ
　
屋
根
ぶ
き
材
料
に
著
し
い

は
く剝

落
が
あ
る
も
の
、
軒
の
裏
板
、
た
る
木
等
が
腐
朽
し
た
も
の
又
は
軒
の
た
れ
下
つ
た
も
の

２
５

ハ
　
屋
根
が
著
し
く
変
形
し
た
も
の

５
０

三

防
火
上
又
は
避
難
上
の
構
造
の
程
度
（
一
）
外
壁

イ
　
延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
外
壁
が
あ
る
も
の

１
０

５
０

ロ
　
延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
外
壁
の
壁
面
数
が
三
以
上
あ
る
も
の

２
０

（
二
）
防
火
壁
、
界
壁
等

イ
　
防
火
上
必
要
な
防
火
壁
、
各
戸
の
界
壁
、
小
屋
裏
隔
壁
等
が
不
備
で
あ
る
た
め
防
火
上
支
障
が
あ
る
も
の

１
０

ロ
　
防
火
上
必
要
な
防
火
壁
、
各
戸
の
界
壁
、
小
屋
裏
隔
壁
等
が
著
し
く
不
備
で
あ
る
た
め
防
火
上
危
険
が
あ
る
も
の

２
０

（
三
）
屋
根

屋
根
が
可
燃
性
材
料
で
ふ
か
れ
て
い
る
も
の

１
０

（
四
）
廊
下
、
階
段
等

イ
　
廊
下
、
階
段
等
の
避
難
に
必
要
な
施
設
が
不
備
で
あ
る
た
め
避
難
上
支
障
が
あ
る
も
の

１
０

ロ
　
廊
下
、
階
段
等
の
避
難
に
必
要
な
施
設
が
著
し
く
不
備
で
あ
る
た
め
避
難
上
危
険
が
あ
る
も
の

２
０

四

電
気
設
備

（
一
）
主
要
な
居
室
の
電
灯

主
要
な
居
室
に
電
灯
が
な
い
も
の

２
０

３
０

（
二
）
共
用
部
分
の
電
灯

共
同
住
宅
の
共
用
部
分
に
電
灯
が
な
い
も
の

１
０

五

給
水
設
備

（
一
）
水

せ
ん栓

の
位
置

水
せ
ん栓

又
は
井
戸
が
戸
内
に
な
い
も
の

１
０

３
０

（
二
）
給
水
源

イ
　
井
戸
水
を
直
接
利
用
す
る
も
の

１
５

ロ
　
雨
水
等
を
直
接
利
用
す
る
も
の

３
０

（
三
）
水

せ
ん栓

の
使
用
方
法

イ
　
水

せ
ん栓

を
共
用
す
る
も
の

１
０

ロ
　
水

せ
ん栓

を
十
戸
以
上
で
共
用
す
る
も
の

２
０

六

排
水
設
備

（
一
）
汚
水

イ
　
汚
水
の
排
水
端
末
が
吸
込
み
ま
す
で
あ
る
も
の

１
０

３
０

ロ
　
汚
水
の
排
水
設
備
が
な
い
も
の

２
０

（
二
）
雨
水

雨
ど
い樋

が
な
い
も
の

１
０
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七

台
所

（
一
）
台
所
の
有
無

台
所
が
な
い
も
の
又
は
仮
設
の
も
の

３
０

３
０

（
二
）
台
所
の
設
備

イ
　
台
所
内
に
水

せ
ん栓

が
な
い
も
の
又
は
流
し
に
排
水
接
続
が
な
い
も
の

１
０

ロ
　
台
所
内
に
水

せ
ん栓

が
な
く
流
し
に
排
水
接
続
が
な
い
も
の

２
０

（
三
）
台
所
の
使
用
方
法

イ
　
台
所
を
共
用
す
る
も
の

１
０

ロ
　
台
所
を
十
戸
以
上
で
共
用
す
る
も
の

２
０

八

便
所

（
一
）
便
所
の
有
無

便
所
が
な
い
も
の
又
は
仮
設
の
も
の

３
０

３
０

（
二
）
便
所
の
位
置

便
所
が
戸
内
に
な
い
も
の

１
０

（
三
）
便

そ
う槽

の
形
式

イ
　
便

そ
う槽

が
改
良
便

そ
う槽

で
あ
る
も
の

５

ロ
　
便

そ
う槽

が
改
良
便

そ
う槽

以
外
の
汲
取
便

そ
う槽

で
あ
る
も
の

１
０

（
四
）
便
所
の
使
用
方
法

イ
　
便
所
を
共
用
す
る
も
の

１
０

ロ
　
便
所
を
十
戸
以
上
で
共
用
す
る
も
の

２
０

備
考
　
一
の
評
定
項
目
に
つ
き
該
当
評
定
内
容
が
二
又
は
三
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
評
定
項
目
に
つ
い
て
の
評
点
は
、
該
当
評
定
内
容
に
応
ず
る
各
評
点
の
う
ち
最
も
高
い
評
点
と
す
る
。

別
表
第
二
　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
住
宅
の
不
良
度
の
測
定
基
準

（
い
）

（
ろ
）

（
は
）

（
に
）
（
ほ
）

評
定
区
分

評
定
項
目

評
定
内
容

評
点

最
高
評
点

一

構
造
一
般
の
程
度

（
一
）
　
基
礎

基
礎
が
建
物
の
地
盤
の
状
況
に
対
応
し
て
適
当
な
構
造
で
な
い
も
の

３
０

６
０

（
二
）
　
柱
及
び
耐
力
壁
の
配
置

柱
及
び
耐
力
壁
の
全
体
の
配
置
が
構
造
耐
力
上
適
当
で
な
い
も
の

１
５

（
三
）
　
柱
及
び
耐
力
壁
の
断
面
積

イ
　
一
階
の
柱
及
び
耐
力
壁
の
断
面
積
か
ら
算
出
さ
れ
る
強
度
指
標
Ｃ
が
〇
・
四
以
上
〇
・
六
未
満
の
も
の

２
０

ロ
　
一
階
の
柱
及
び
耐
力
壁
の
断
面
積
か
ら
算
出
さ
れ
る
強
度
指
標
Ｃ
が
〇
・
四
未
満
の
も
の

４
０

（
四
）
　
外
壁
又
は
界
壁

外
壁
の
構
造
が
粗
悪
な
も
の
又
は
各
戸
の
界
壁
が
住
戸
の
独
立
性
を
確
保
す
る
た
め
適
当
な
構
造
で
な
い
も
の

２
５

（
五
）
　
増
築
が
行
わ
れ
た
外
壁
又
は
屋
根
増
築
が
行
わ
れ
た
外
壁
（
屋
外
側
に
増
築
が
行
わ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
又
は
屋
根
が
適
当
な
構
造
で
な
い
も
の

３
０

（
六
）
　
床

イ
　
最
下
階
の
主
要
な
居
室
の
床
の
構
造
が
木
造
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
床
の
高
さ
が
四
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の
又
は

最
下
階
の
床
以
外
の
床
が
適
当
な
構
造
で
な
い
も
の

１
０

ロ
　
最
下
階
の
主
要
な
居
室
の
床
の
構
造
が
木
造
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
床
の
高
さ
が
四
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
最
下
階
の

床
以
外
の
床
が
適
当
な
構
造
で
な
い
も
の

２
０

（
七
）
　
天
井

主
要
な
居
室
の
天
井
の
高
さ
が
二
・
一
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の
又
は
主
要
な
居
室
の
天
井
が
な
い
も
の

１
０

（
八
）
　
開
口
部

主
要
な
居
室
に
採
光
の
た
め
に
必
要
な
開
口
部
が
な
い
も
の

１
０

二

構
造
の
劣
化
又
は
破
損
の
程
度

（
一
）
　
床

イ
　
構
造
耐
力
上
支
障
の
あ
る
ひ
び
割
れ
が
あ
る
も
の
、
漏
水
が
あ
る
も
の
等
小
修
理
を
要
す
る
も
の

１
０

８
０

ロ
　
た
わ
み
又
は
変
形
が
あ
る
も
の
、
さ
び
汁
が
目
立
つ
も
の
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
剝
離
が
あ
る
も
の
等
中
規
模
の
修
理
を
要
す
る

も
の

１
５

ハ
　
た
わ
み
又
は
変
形
が
大
き
い
も
の
、
鉄
筋
が
露
出
し
さ
び
が
あ
る
も
の
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
剝
離
が
多
く
あ
る
も
の
等
大
修
理

を
要
す
る
も
の

２
５

（
二
）
　
基
礎
、
柱
、
は
り
又
は
耐
力
壁

イ
　
構
造
耐
力
上
支
障
の
あ
る
ひ
び
割
れ
が
あ
る
も
の
、
漏
水
が
あ
る
も
の
等
小
修
理
を
要
す
る
も
の

１
５

ロ
　
変
形
又
は
不
同
沈
下
が
あ
る
も
の
、
さ
び
汁
が
目
立
つ
も
の
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
剝
離
が
あ
る
も
の
等
中
規
模
の
修
理
を
要
す

る
も
の

２
０

ハ
　
変
形
又
は
不
同
沈
下
が
大
き
い
も
の
、
鉄
筋
が
露
出
し
さ
び
が
あ
る
も
の
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
剝
離
が
多
く
あ
る
も
の
等
大
修

理
を
要
す
る
も
の

４
０

ニ
　
変
形
又
は
不
同
沈
下
が
著
し
く
崩
壊
の
危
険
の
あ
る
も
の

８
０

（
三
）
　
壁
（
耐
力
壁
を
除
く
。
）

イ
　
構
造
耐
力
上
支
障
の
あ
る
ひ
び
割
れ
が
あ
る
も
の
、
漏
水
が
あ
る
も
の
等
小
修
理
を
要
す
る
も
の

１
０

ロ
　
変
形
が
あ
る
も
の
、
さ
び
汁
が
目
立
つ
も
の
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
剝
離
が
あ
る
も
の
等
中
規
模
の
修
理
を
要
す
る
も
の

１
５

ハ
　
変
形
が
大
き
い
も
の
、
鉄
筋
が
露
出
し
さ
び
が
あ
る
も
の
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
剝
離
が
多
く
あ
る
も
の
等
大
修
理
を
要
す
る
も
の
２
５

（
四
）
　
外
壁

イ
　
外
壁
の
仕
上
材
料
に
浮
き
が
あ
り
剝
落
の
恐
れ
の
あ
る
も
の

１
５

ロ
　
外
壁
の
仕
上
材
料
が
剝
落
し
危
害
を
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の

２
５

（
五
）
　
屋
根

イ
　
構
造
耐
力
上
支
障
の
あ
る
ひ
び
割
れ
が
あ
る
も
の
又
は
防
水
材
料
の
劣
化
、
屋
上
部
分
の
破
損
等
に
よ
り
雨
も
り
の
あ
る
も
の
１
０
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ロ
　
た
わ
み
若
し
く
は
変
形
が
あ
る
も
の
、
さ
び
汁
が
目
立
つ
も
の
又
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
剝
離
が
あ
る
も
の

１
５

ハ
　
た
わ
み
若
し
く
は
変
形
が
大
き
い
も
の
又
は
鉄
筋
が
露
出
し
さ
び
が
あ
る
も
の

２
５

三

防
火
上
又
は
避
難
上
の
構
造
の
程
度
（
一
）
　
外
壁
、
開
口
部
等

イ
　
外
壁
若
し
く
は
屋
根
の
構
造
又
は
開
口
部
の
防
火
設
備
が
不
備
で
あ
る
た
め
防
火
上
支
障
が
あ
る
も
の

１
５

６
０

ロ
　
外
壁
若
し
く
は
屋
根
の
構
造
又
は
開
口
部
の
防
火
設
備
が
著
し
く
不
備
で
あ
る
た
め
防
火
上
危
険
が
あ
る
も
の

３
０

（
二
）
　
防
火
区
画
、
界
壁
等

イ
　
防
火
上
必
要
な
防
火
区
画
、
各
戸
の
界
壁
、
小
屋
裏
隔
壁
等
が
不
備
で
あ
る
た
め
防
火
上
支
障
が
あ
る
も
の

１
５

ロ
　
防
火
上
必
要
な
防
火
区
画
、
各
戸
の
界
壁
、
小
屋
裏
隔
壁
等
が
著
し
く
不
備
で
あ
る
た
め
防
火
上
危
険
が
あ
る
も
の

３
０

（
三
）
　
廊
下
、
階
段
等

イ
　
廊
下
、
階
段
等
の
避
難
に
必
要
な
施
設
が
不
備
で
あ
る
た
め
避
難
上
支
障
が
あ
る
も
の

１
５

ロ
　
廊
下
、
階
段
等
の
避
難
に
必
要
な
施
設
が
著
し
く
不
備
で
あ
る
た
め
避
難
上
危
険
が
あ
る
も
の

３
０

四

電
気
設
備

（
一
）
　
主
要
な
居
室
の
電
灯

主
要
な
居
室
に
電
灯
が
な
い
も
の

２
０

３
０

（
二
）
　
共
用
部
分
の
電
灯

共
同
住
宅
の
共
用
部
分
に
電
灯
が
な
い
も
の

１
０

五

給
水
設
備

（
一
）
　
水
栓
の
位
置

水
栓
又
は
井
戸
が
戸
内
に
な
い
も
の

１
０

３
０

（
二
）
　
給
水
源

イ
　
井
戸
水
を
直
接
利
用
す
る
も
の

１
５

ロ
　
雨
水
等
を
直
接
利
用
す
る
も
の

３
０

（
三
）
　
水
栓
の
使
用
方
法

イ
　
水
栓
を
共
用
す
る
も
の

１
０

ロ
　
水
栓
を
十
戸
以
上
で
共
用
す
る
も
の

２
０

六

排
水
設
備

（
一
）
　
汚
水

イ
　
汚
水
の
排
水
端
末
が
吸
込
み
ま
す
で
あ
る
も
の

１
０

３
０

ロ
　
汚
水
の
排
水
設
備
が
な
い
も
の

２
０

（
二
）
　
雨
水

雨
樋
が
な
い
も
の

１
０

七

台
所

（
一
）
　
台
所
の
有
無

台
所
が
な
い
も
の
又
は
仮
設
の
も
の

３
０

３
０

（
二
）
　
台
所
の
設
備

イ
　
台
所
内
に
水
栓
が
な
い
も
の
又
は
流
し
に
排
水
接
続
が
な
い
も
の

１
０

ロ
　
台
所
内
に
水
栓
が
な
く
流
し
に
排
水
接
続
が
な
い
も
の

２
０

（
三
）
　
台
所
の
使
用
方
法

イ
　
台
所
を
共
用
す
る
も
の

１
０

ロ
　
台
所
を
十
戸
以
上
で
共
用
す
る
も
の

２
０

八

便
所

（
一
）
　
便
所
の
有
無

便
所
が
な
い
も
の
又
は
仮
設
の
も
の

３
０

３
０

（
二
）
　
便
所
の
位
置

便
所
が
戸
内
に
な
い
も
の

１
０

（
三
）
　
便
槽
の
形
式

イ
　
便
槽
が
改
良
便
槽
で
あ
る
も
の

５

ロ
　
便
槽
が
改
良
便
槽
以
外
の
汲
取
便
槽
で
あ
る
も
の

１
０

（
四
）
　
便
所
の
使
用
方
法

イ
　
便
所
を
共
用
す
る
も
の

１
０

ロ
　
便
所
を
十
戸
以
上
で
共
用
す
る
も
の

２
０

備
考

一
　
一
の
評
定
項
目
に
つ
き
該
当
評
定
内
容
が
二
又
は
三
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
評
定
項
目
に
つ
い
て
の
評
点
は
、
該
当
評
定
内
容
に
応
ず
る
各
評
点
の
う
ち
最
も
高
い
評
点
と
す
る
。

二
　
こ
の
表
に
お
い
て
、
強
度
指
標
Ｃ
は
、
次
の
数
値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

Ｃ＝

（
（
０
．
３
・

Ａｗ１
＋
０
．
２
・

Ａｗ２
＋
０
．
１
・

Ａｗ３
＋
０
．
０
７
・
Ａｃ
）
／
（
１
２
０
０
・Σ

Ａｆ
）
）
・
（
Ｆｃ
／
２
０
）

Ａｗ１＝

一
階
の
耐
力
壁
の
断
面
積
の
総
和
（
両
側
柱
付
）
（
単
位
　
平
方
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）

Ａｗ２＝

一
階
の
耐
力
壁
の
断
面
積
の
総
和
（
片
側
柱
付
）
（
単
位
　
平
方
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）

Ａｗ３＝

一
階
の
耐
力
壁
の
断
面
積
の
総
和
（
柱
な
し
（
壁
式
等
の
場
合
）
）
（
単
位
　
平
方
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）

Ａｃ＝

一
階
の
独
立
柱
の
断
面
積
の
総
和
（
単
位
　
平
方
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）

Σ

Ａｆ＝

二
階
以
上
の
床
面
積
の
総
和
（
単
位
　
平
方
メ
ー
ト
ル
）
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Ｆｃ＝

コ
ン
ク
リ
ー
ト
圧
縮
強
度
（
単
位
　
一
平
方
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
ニ
ュ
ー
ト
ン
）

別
表
第
三
　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造
の
住
宅
及
び
補
強
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造
の
住
宅
の
不
良
度
の
測
定
基
準

（
い
）

（
ろ
）

（
は
）

（
に
）
（
ほ
）

評
定
区
分

評
定
項
目

評
定
内
容

評
点

最
高
評
点

一

構
造
一
般
の
程
度

（
一
）
　
基
礎

イ
　
耐
力
壁
の
基
礎
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造
で
あ
る
も
の

１
０

６
０

ロ
　
耐
力
壁
の
基
礎
が
一
体
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
又
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造
で
な
い
も
の

１
５

ハ
　
基
礎
が
建
物
の
地
盤
の
状
況
に
対
応
し
て
適
当
な
構
造
で
な
い
も
の

３
０

（
二
）
　
耐
力
壁
の
配
置

イ
　
耐
力
壁
の
配
置
が
構
造
耐
力
上
適
当
で
な
い
も
の
又
は
耐
力
壁
に
囲
ま
れ
た
床
の
面
積
が
六
十
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る

室
が
あ
る
も
の

１
５

ロ
　
耐
力
壁
の
配
置
が
構
造
耐
力
上
適
当
で
な
い
も
の
で
耐
力
壁
に
囲
ま
れ
た
床
の
面
積
が
六
十
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
室

が
あ
る
も
の

３
０

（
三
）
　
耐
力
壁
の
構
造

イ
　
耐
力
壁
の
各
階
の
壁
頂
に
臥
梁
が
な
い
も
の
、
鉄
筋
、
鉄
骨
若
し
く
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
よ
る
補
強
が
な
く
芋
目
地

を
含
む
も
の
又
は
耐
力
壁
の
厚
さ
及
び
長
さ
が
著
し
く
不
足
す
る
も
の

１
０

ロ
　
耐
力
壁
の
各
階
の
壁
頂
に
臥
梁
が
な
い
も
の
、
鉄
筋
、
鉄
骨
若
し
く
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
よ
る
補
強
が
な
く
芋
目
地

を
含
む
も
の
又
は
耐
力
壁
の
厚
さ
及
び
長
さ
が
著
し
く
不
足
す
る
も
の
の
う
ち
、
二
つ
の
要
件
を
満
た
す
も
の

２
０

ハ
　
耐
力
壁
の
各
階
の
壁
頂
に
臥
梁
が
な
い
も
の
、
鉄
筋
、
鉄
骨
又
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
よ
る
補
強
が
な
く
芋
目
地
を
含

む
も
の
か
つ
耐
力
壁
の
厚
さ
及
び
長
さ
が
著
し
く
不
足
す
る
も
の

４
０

（
四
）
　
外
壁
又
は
界
壁

外
壁
の
構
造
が
粗
悪
な
も
の
又
は
各
戸
の
界
壁
が
住
戸
の
独
立
性
を
確
保
す
る
た
め
適
当
な
構
造
で
な
い
も
の

２
５

（
五
）
　
増
築
が
行
わ
れ
た
外
壁
又
は
屋
根

増
築
が
行
わ
れ
た
外
壁
（
屋
外
側
に
増
築
が
行
わ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
又
は
屋
根
が
適
当
な
構
造
で
な
い
も
の

３
０

（
六
）
　
床

イ
　
最
下
階
の
主
要
な
居
室
の
床
の
構
造
が
木
造
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
床
の
高
さ
が
四
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の

又
は
最
下
階
の
床
以
外
の
床
が
適
当
な
構
造
で
な
い
も
の

１
０

ロ
　
最
下
階
の
主
要
な
居
室
の
床
の
構
造
が
木
造
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
床
の
高
さ
が
四
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
最
下

階
の
床
以
外
の
床
が
適
当
な
構
造
で
な
い
も
の

２
０

（
七
）
　
天
井

主
要
な
居
室
の
天
井
の
高
さ
が
二
・
一
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の
又
は
主
要
な
居
室
の
天
井
が
な
い
も
の

１
０

（
八
）
　
開
口
部

主
要
な
居
室
に
採
光
の
た
め
に
必
要
な
開
口
部
が
な
い
も
の

１
０

二

構
造
の
劣
化
又
は
破
損
の
程
度

（
一
）
　
床
（
た
だ
し
、
床
組
が
木
造
の
場
合
に
あ

っ
て
は
、
別
表
一
の
測
定
基
準
及
び
評
点
を
適
用

す
る
も
の
と
す
る
。
）

イ
　
構
造
耐
力
上
支
障
の
あ
る
ひ
び
割
れ
が
あ
る
も
の
、
漏
水
が
あ
る
も
の
等
小
修
理
を
要
す
る
も
の

１
０

８
０

ロ
　
た
わ
み
又
は
変
形
が
あ
る
も
の
、
さ
び
汁
が
目
立
つ
も
の
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
剝
離
が
あ
る
も
の
等
中
規
模
の
修
理
を
要

す
る
も
の

１
５

ハ
　
た
わ
み
又
は
変
形
が
大
き
い
も
の
、
鉄
筋
が
露
出
し
さ
び
が
あ
る
も
の
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
剝
離
が
多
く
あ
る
も
の
等
大

修
理
を
要
す
る
も
の

２
５

（
二
）
　
基
礎
、
柱
、
は
り
又
は
耐
力
壁

イ
　
構
造
耐
力
上
支
障
の
あ
る
ひ
び
割
れ
が
あ
る
も
の
、
漏
水
が
あ
る
も
の
等
小
修
理
を
要
す
る
も
の

１
５

ロ
　
変
形
又
は
不
同
沈
下
が
あ
る
も
の
、
さ
び
汁
が
目
立
つ
も
の
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
剝
離
が
あ
る
も
の
等
中
規
模
の
修
理
を

要
す
る
も
の

２
０

ハ
　
変
形
又
は
不
同
沈
下
が
大
き
い
も
の
、
鉄
筋
が
露
出
し
さ
び
が
あ
る
も
の
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
剝
離
が
多
く
あ
る
も
の
等

大
修
理
を
要
す
る
も
の

４
０

ニ
　
変
形
又
は
不
同
沈
下
が
著
し
く
崩
壊
の
危
険
の
あ
る
も
の

８
０

（
三
）
　
壁
（
耐
力
壁
を
除
く
。
）

イ
　
構
造
耐
力
上
支
障
の
あ
る
ひ
び
割
れ
が
あ
る
も
の
、
漏
水
が
あ
る
も
の
等
小
修
理
を
要
す
る
も
の

１
０

ロ
　
変
形
が
あ
る
も
の
、
さ
び
汁
が
目
立
つ
も
の
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
剝
離
が
あ
る
も
の
等
中
規
模
の
修
理
を
要
す
る
も
の

１
５

ハ
　
変
形
が
大
き
い
も
の
、
鉄
筋
が
露
出
し
さ
び
が
あ
る
も
の
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
剝
離
が
多
く
あ
る
も
の
等
大
修
理
を
要
す

る
も
の

２
５

（
四
）
　
外
壁

イ
　
外
壁
の
仕
上
材
料
に
浮
き
が
あ
り
剝
落
の
恐
れ
の
あ
る
も
の

１
５

ロ
　
外
壁
の
仕
上
材
料
が
剝
落
し
危
害
を
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の

２
５

（
五
）
　
開
口
部

イ
　
開
口
部
上
部
の
ま
ぐ
さ
に
構
造
耐
力
上
支
障
の
あ
る
ひ
び
割
れ
が
あ
る
も
の
又
は
漏
水
が
あ
る
も
の

１
０

ロ
　
開
口
部
上
部
の
ま
ぐ
さ
に
さ
び
汁
が
目
立
つ
も
の
又
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
剝
離
が
あ
る
も
の

１
５
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（
六
）
　
屋
根
（
た
だ
し
、
小
屋
組
が
木
造
の
場
合

に
あ
っ
て
は
、
別
表
一
の
測
定
基
準
及
び
評
点
を

適
用
す
る
も
の
と
す
る
。
）

イ
　
構
造
耐
力
上
支
障
の
あ
る
ひ
び
割
れ
が
あ
る
も
の
又
は
防
水
材
料
の
劣
化
、
屋
上
部
分
の
破
損
等
に
よ
り
雨
も
り
の
あ
る

も
の

１
０

ロ
　
た
わ
み
若
し
く
は
変
形
が
あ
る
も
の
、
さ
び
汁
が
目
立
つ
も
の
又
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
剝
離
が
あ
る
も
の

１
５

ハ
　
た
わ
み
若
し
く
は
変
形
が
大
き
い
も
の
又
は
鉄
筋
が
露
出
し
さ
び
が
あ
る
も
の

２
５

三

防
火
上
又
は
避
難
上
の
構
造
の

程
度

（
一
）
　
外
壁
、
開
口
部
等

イ
　
外
壁
若
し
く
は
屋
根
の
構
造
又
は
開
口
部
の
防
火
設
備
が
不
備
で
あ
る
た
め
防
火
上
支
障
が
あ
る
も
の

１
５

６
０

ロ
　
外
壁
若
し
く
は
屋
根
の
構
造
又
は
開
口
部
の
防
火
設
備
が
著
し
く
不
備
で
あ
る
た
め
防
火
上
危
険
が
あ
る
も
の

３
０

（
二
）
　
防
火
区
画
、
界
壁
等

イ
　
防
火
上
必
要
な
防
火
区
画
、
各
戸
の
界
壁
、
小
屋
裏
隔
壁
等
が
不
備
で
あ
る
た
め
防
火
上
支
障
が
あ
る
も
の

１
５

ロ
　
防
火
上
必
要
な
防
火
区
画
、
各
戸
の
界
壁
、
小
屋
裏
隔
壁
等
が
著
し
く
不
備
で
あ
る
た
め
防
火
上
危
険
が
あ
る
も
の

３
０

（
三
）
　
廊
下
、
階
段
等

イ
　
廊
下
、
階
段
等
の
避
難
に
必
要
な
施
設
が
不
備
で
あ
る
た
め
避
難
上
支
障
が
あ
る
も
の

１
５

ロ
　
廊
下
、
階
段
等
の
避
難
に
必
要
な
施
設
が
著
し
く
不
備
で
あ
る
た
め
避
難
上
危
険
が
あ
る
も
の

３
０

四

電
気
設
備

（
一
）
　
主
要
な
居
室
の
電
灯

主
要
な
居
室
に
電
灯
が
な
い
も
の

２
０

３
０

（
二
）
　
共
用
部
分
の
電
灯

共
同
住
宅
の
共
用
部
分
に
電
灯
が
な
い
も
の

１
０

五

給
水
設
備

（
一
）
　
水
栓
の
位
置

水
栓
又
は
井
戸
が
戸
内
に
な
い
も
の

１
０

３
０

（
二
）
　
給
水
源

イ
　
井
戸
水
を
直
接
利
用
す
る
も
の

１
５

ロ
　
雨
水
等
を
直
接
利
用
す
る
も
の

３
０

（
三
）
　
水
栓
の
使
用
方
法

イ
　
水
栓
を
共
用
す
る
も
の

１
０

ロ
　
水
栓
を
十
戸
以
上
で
共
用
す
る
も
の

２
０

六

排
水
設
備

（
一
）
　
汚
水

イ
　
汚
水
の
排
水
端
末
が
吸
込
み
ま
す
で
あ
る
も
の

１
０

３
０

ロ
　
汚
水
の
排
水
設
備
が
な
い
も
の

２
０

（
二
）
　
雨
水

雨
樋
が
な
い
も
の

１
０

七

台
所

（
一
）
　
台
所
の
有
無

台
所
が
な
い
も
の
又
は
仮
設
の
も
の

３
０

３
０

（
二
）
　
台
所
の
設
備

イ
　
台
所
内
に
水
栓
が
な
い
も
の
又
は
流
し
に
排
水
接
続
が
な
い
も
の

１
０

ロ
　
台
所
内
に
水
栓
が
な
く
流
し
に
排
水
接
続
が
な
い
も
の

２
０

（
三
）
　
台
所
の
使
用
方
法

イ
　
台
所
を
共
用
す
る
も
の

１
０

ロ
　
台
所
を
十
戸
以
上
で
共
用
す
る
も
の

２
０

八

便
所

（
一
）
　
便
所
の
有
無

便
所
が
な
い
も
の
又
は
仮
設
の
も
の

３
０

３
０

（
二
）
　
便
所
の
位
置

便
所
が
戸
内
に
な
い
も
の

１
０

（
三
）
　
便
槽
の
形
式

イ
　
便
槽
が
改
良
便
槽
で
あ
る
も
の

５

ロ
　
便
槽
が
改
良
便
槽
以
外
の
汲
取
便
槽
で
あ
る
も
の

１
０

（
四
）
　
便
所
の
使
用
方
法

イ
　
便
所
を
共
用
す
る
も
の

１
０

ロ
　
便
所
を
十
戸
以
上
で
共
用
す
る
も
の

２
０

備
考
　
一
の
評
価
項
目
に
つ
き
該
当
評
定
内
容
が
二
又
は
三
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
評
定
項
目
に
つ
い
て
の
評
点
は
、
該
当
評
定
内
容
に
応
ず
る
各
評
点
の
う
ち
最
も
高
い
評
点
と
す
る
。
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別
記
様
式

別記様式（平12建令11・令2国交令98・一部改正） 裁決申請書 裁決申請者住所 氏名 相手方住所 氏名 住宅地区改良法第23条第1項の規定による損失の補償について協議が成立しないので、下記により裁決を申請します。 記 1住宅地区改良事業の名称 2損失の事実 3損失の補償の見積り及びその内訳 4協議の経過 年月日 裁決申請者住所 氏名 収用委員会御中 備考 1「損失の事実」については、発生の場所及び時期をあわせて記載すること。 2「損失の補償の見積り及びその内訳」については、積算の基礎を明らかにすること。 3「協議の経過」については、経過の説明のほかに協議が成立しない事情を明らかにすること。 4裁決申請者又は相手方が法人である場合においては、住所及び氏名は、それぞれその法人の主たる事務所の所在地、名称及びその代表者の氏名を記載すること。  
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